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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年5月17日(2012.5.17)

【公表番号】特表2012-506939(P2012-506939A)
【公表日】平成24年3月22日(2012.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-012
【出願番号】特願2011-533742(P2011-533742)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/193    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/48     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/193   　　　　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４００　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月19日(2012.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイドロキノンに由来する構造ユニット（Ｉ）、
【化１】

４，４’－ビフェノールに由来する構造ユニット（ＩＩ）、
【化２】

テレフタル酸に由来する構造ユニット（ＩＩＩ）、
【化３】

およびｐ－ヒドロキシ安息香酸に由来する構造ユニット（Ｖ）、
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【化４】

ならびに、任意によりさらに、イソフタル酸に由来する構造ユニット（ＩＶ）；
【化５】

を含むポリエステルであって、ｐ－ヒドロキシ安息香酸に由来する構造ユニットは４０～
８０モル％の量で存在し、テレフタル酸およびイソフタル酸に由来する構造ユニットは合
計で１０～３０モル％の量で存在し、ならびに、ハイドロキノンおよび４，４’－ビフェ
ノールに由来する構造ユニットは合計で１０～３０モル％の量で存在し、モル％は、ポリ
エステル中に存在する構造ユニット（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）および（Ｖ
）の総モル数に基づいており；
ハイドロキノンに由来する構造ユニット対４，４’－ビフェノールに由来する構造ユニッ
トのモル比は０．５～１．５であり；
イソフタル酸に由来する構造ユニット対テレフタル酸に由来する構造ユニットのモル比は
０～０．１であり；ならびに
ポリエステルの構造ユニットのすべての少なくとも８０モル％が、構造ユニット（Ｉ）、
（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）および（Ｖ）からなる群から選択される、ポリエステル
。
【請求項２】
　構造ユニットのモル比（ハイドロキノン＋４，４’－ビフェノール）／（テレフタル酸
＋イソフタル酸）が０．９５～１．０５であり、ならびに、構造ユニット（Ｉ）、（ＩＩ
）、（ＩＩＩ）、（ＩＶ）および（Ｖ）の総モル数がすべての構造ユニットの総モル数を
基準として少なくとも９５モル％であり、ならびに、イソフタル酸に由来する構造ユニッ
ト対テレフタル酸に由来する構造ユニットのモル比が０．０２～０．５である、請求項１
に記載のポリエステル。
【請求項３】
　－１．５～１５モル％のハイドロキノン（Ｉ）に由来する構造ユニット；８～２３モル
％の４，４’－ビフェノール（ＩＩ）に由来する構造ユニット；１８～２５モル％のテレ
フタル酸（ＩＩＩ）に由来する構造ユニット；０～２．５モル％のイソフタル酸（ＩＶ）
に由来する構造ユニット；および、５０～６５モル％のｐ－ヒドロキシ安息香酸（Ｖ）に
由来する構造ユニットを含むポリエステル、ならびに
　－０．８～１３．５モル％のハイドロキノン（Ｉ）に由来する構造ユニット；４～２０
．５モル％の４，４’－ビフェノール（ＩＩ）に由来する構造ユニット；９～２２．５モ
ル％のテレフタル酸（ＩＩＩ）に由来する構造ユニット；０～２モル％のイソフタル酸（
ＩＶ）に由来する構造ユニット；および、５５～６０モル％のｐ－ヒドロキシ安息香酸（
Ｖ）に由来する構造ユニットを含むポリエステル、
からなる群から選択され、
モル％は、前記ポリエステル中に存在する構造ユニット（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、
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（ＩＶ）および（Ｖ）の総モル数を基準としている、請求項１または２に記載のポリエス
テル。
【請求項４】
　全芳香族ポリエステルである、請求項１～３のいずれか一項に記載のポリエステル。
【請求項５】
　それぞれ、１００．０１±０．０３、－０．０４±０．０８および０．０３±０．０６
のＬ＊、ａ＊およびｂ＊値を有する白色基準タイルに対して、Ｄ６５００照明を用いて２
２以下のＣＩＥＬＡＢ　ΔＥ＊、ならびに
　ＡＳＴＭ　Ｄ６４８に準拠した２６４ｐｓｉでの計測で３００℃以上の熱変形温度（Ｈ
ＤＴ）
を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載のポリエステル。
【請求項６】
　それぞれ、１００．０１±０．０３、－０．０４±０．０８および０．０３±０．０６
のＬ＊、ａ＊およびｂ＊値を有する白色基準タイルに対して、Ｄ６５００照明を用いて２
２以下のＣＩＥＬＡＢ　ΔＥ＊、ならびに
　ＡＳＴＭ　Ｄ６４８に準拠した２６４ｐｓｉでの計測で３００℃以上の熱変形温度（Ｈ
ＤＴ）
を有する、全芳香族ポリエステル。
【請求項７】
　４０～８０モル％のｐ－ヒドロキシ安息香酸、ハイドロキノンおよび４，４’－ビフェ
ノールから構成されるジオール混合物１０～３０モル％、ならびに、テレフタル酸および
任意により加えてイソフタル酸から構成される二酸１０～３０モル％を含む初期モノマー
混合物を形成する工程であって、ここで、モル％は、前記初期モノマー混合物中に存在す
るｐ－ヒドロキシ安息香酸、ハイドロキノン、４，４’－ビフェノール、テレフタル酸お
よびイソフタル酸の総モル数を基準としており；
ハイドロキノン対４，４’－ビフェノールのモル比が０．５～１．５であり；
イソフタル酸対テレフタル酸のモル比が０～０．１であり；ならびに
前記初期モノマー混合物のモノマーのすべての少なくとも８０モル％が、ｐ－ヒドロキシ
安息香酸、ハイドロキノン、４，４’－ビフェノール、テレフタル酸およびイソフタル酸
からなる群から選択される工程；
ポリエステルを形成するために前記初期モノマー混合物のモノマーを反応させる工程
を含むポリエステルを製造する方法。
【請求項８】
　前記初期モノマー混合物をアクリル化剤と混合してアシル化用混合物を形成する工程を
さらに含み、
　前記反応工程が：
　前記アシル化用混合物を第１の温度に加熱してアシル化されたモノマー混合物を形成す
る工程；および
　前記アシル化されたモノマー混合物を第２の温度に加熱して前記アシル化されたモノマ
ー混合物の固相重縮合を実施する工程
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリエステルが、請求項１～５のいずれか一項に記載のポリエステルであるか、ま
たは、請求項６に記載の全芳香族ポリエステルである、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のポリエステル、または、請求項６に記載の全芳香
族ポリエステル、または、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法により製造されたポ
リエステルを含む、組成物。
【請求項１１】
　少なくとも１種の光学増白剤をさらに含む、請求項１０に記載の組成物。
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【請求項１２】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のポリエステル、または、請求項６に記載の全芳香
族ポリエステル、または、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法により製造されたポ
リエステル、または、請求項１０もしくは１１に記載の組成物を含む、付形物品。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の付形物品である構成部品を含むＬＥＤ素子。
【請求項１４】
　構成部品がＬＥＤ反射材である、請求項１３に記載のＬＥＤ素子。
【請求項１５】
　高電流ＬＥＤ素子またはパワーＬＥＤ素子である、請求項１３または１４に記載のＬＥ
Ｄ素子。
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